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全日本選手権

日本ミニトン協会

また出場艇の中には<Iamm>(第1回，第2回にヤ

マハファクトリーの仕立てたヤマハ21Sのレースマ

シーン〈ヒント〉で，昨年西宮の田中氏がくインフィ

ニト〉と名前を変えて出走優勝した艇。今年オーナー

がまた変わって，この艇名で出て来た｡)，〈バックミ

ラー〉（レプトンのセミレース仕様）と過去の優勝艇

も2艇含まれている。それに常連の中平女史のくサマ

ンサ〉（オセアン),l回以来久々のくウェザーコック〉

と懐かしい艇も多かった。

第5回全日本ミニトン選手権大会は,四国の松山市，

島マリーン和気ハーバーをホーム・ポートとして，去

る10月8日～10日に行われた。

国際的にレベルレースは衰退の傾向があり，日本で

もその例にもれず，各レベル協会の活動は完全にと

まってしまっている。そのなかでミニトン協会だけが

頑張っているのが実情といえよう。

しかし，ここまで順調に育ってきたのではなく，第

1回（国際ルールが統一された年）20艇近かつた参加

艇は年々数がへり，第3回はわずか6艇となり，第4

回開催が危まれた時期もあった。そこで昨年，レベル

レースの精神からやや逸脱するが,IORグループV

（レーテイング17,4ft以下）に参加枠を広げてみた。

元来我々日本ミニトン協会設立の主旨のひとつに，ク

ルーザーの底辺拡大，全国スモールボートにレース参

加チャンスをということもあったので，この枠拡大に

抵抗もなかった。この結果，参加艇の数も上向き，大

会も盛り上がってきた。

そして今年｡四国松山は中央から遠隔の地であるが，

スモールクルーザーのメッカであり，上記全国に参加

のチャンスをという協会の主旨，加うるに協会活動に

きわめて熱心なミニトンの名士，中平達子女史のホー

ムポートということで選定したが，大正解であった。

全日本と名のつくレースははじめてということで，

当初尻ごみしていた松山の仲間も燃えはじめ，協会こ

ぞっての応援だけでなく,NORC本部各氏，西内海

支部，地元ヨット協会県連などのバックアップで，開

催前からかってない盛り上がりを見せてくれた。

へ

さて，レースは途中から無風かつ強い潮流でサイド

マークが流れ，ノーレースとなった第2レース（オリ

ンピックコース）から，台風接近の第4レース（オリ

ンピックコース)，第5レース（ロングオフショア）

まで超微風から12～15m/secの強風と広範囲な風力

の中で競われた。風向きも北東，南と変化があり，加

えて内海とくに当地独特のつかみどころのない川のよ

うな潮の激流，反流があり，きわめて変化に富んだ海

象気象の中での各レースとなり,艇の性能,スキッパー

の腕，潮っ気を競うに絶好の大会となった。

第1レース（オリンピックコース）

風，北東6～4m/sec

各々東と西でチューニングレースにおいて圧倒的な

速さを示し,前評判の高かった関東自工デザインのくレ

プトン・ターボ〉と高井デザインの.<エバーマウント〉

は第1レースが初見参。お互に意識しすぎて，練習中

潮が不利とすでに知っていた岸よりに2艇だけ突っ込

んだため，上マークで6位，9位と落ち，スターボー

で左に走り潮を利した艇群がトップ<グリーンヤマト〉

（ヤマハ21S),<スーパーミミ>(デュボア1/8),<バッ

クミラー>（レフ．トン)“･…と先行。その後くレプトン・

ターボ〉は艇名通りターボを効かせて下マークまでに

トップに追いつき，回航後はトップになり，そのまま

差を広げて1位でフィニッシュ。〈エバーマウント〉

も第2下マークまでは，ひしめくセカンドグループの

へ

参加艇は全部で15艇｡地元愛媛6,広島4,神奈川2,

山口1,福岡l,三重lで一応全日本にふさわしい各

地からの参加であった。艇種はヤマハ21S,オセアン，

デュボア％，レプトン，レプトンS,タカイ％とこれ

また多彩。なかでもレプトンsとタカイ％は，この大

会のために新たにデザインされたレースマシーンで，

この選手権にかける参加者の意気込みが感ぜられた。

(2）
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混戦に入って苦戦したが，最後の上りレグで一気に上

がり2位。両艇まずは前評判通りの走りを示した。

第2レース（オリンピックコース）

風，北東4～0m/secノーレース

第1レースの走りでくターボ>，〈エバーマウント〉

ともに固さがとれたが，このレースでは，第1上から

l～2位で回り，これに前回優勝艇の<Iamm>が続く。

ここまではよかったが，やや離れた4位の艇が回航し

ようとしたころから風が落ち，逆潮にはばまれてマー

クのまわりでタックのくりかえしとなった。後続艇が

どんどん集まって，タックのたびに順位が入れかわり，

見ている方も乗っている方もイライラ……。

一方マーク回航した3艇は，今度は潮に乗ってどん

どん走る。あたかも3艇だけのレースとなってしまっ

へた。NORC本部からわざわざ来ていただき，観戦中

の武市氏が“交通信号レース”と命名して喜んでいた

が，〈ターボ〉がグリーン，〈エバーマウント〉が真赤，

<Iamm>が黄色のハルカラーでまさに命名通り。

この3艇だけが走るのはよいが，しかるべき方向に

サイドマークがない。強い潮でブイが流れてしまった

のである。本部船指示で急きょ別の艇がブイがわりに

アンカーリングしてマークになったが，これがまた流

れだし，後で回るほど距離が延びるという不公平が生

じた。これと無風が重なり，トップ°艇フイニッシュ直

前にノーレースとなった。タイムリミットがトップ

ポンツーンではみんなニコニコ顔で

フィニッシュ後1時間なので2位の艇もこれにひっか

かるかどうかというほど距離のひらいた1,2,3位

で，以下は上マークをついにl!'l航できなかった。トッ

プはガッカリしたが，2位以下は生き返って，レース

の興味は翌日以降に持ちこされた。

2レース終わった初日の夜，松山の三越で盛大な

パーティーが開かれた。大会も5回になると知った顔

もふえ，司会くウェザーコック〉の板坂氏の軽妙なエ

ンターテイメントぶりで，パーテイーは一気に盛り上

がった。〈コンテッサ〉を駆って出場予定の石原慎太

レース開催水域概念図
左居島

一一

石
◎（

｝

ショートオフシォアコース

ロ ン グ オ フ シ ォ アコース

(3）
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郎会長が，例の政局で寸前に出られなくなり残念だっ

たが，毎回ジュリー委員長をお願いしている石井正行

氏，前述武市氏，関東支部長の菅原氏などのユーモラ

スかつ親みあるあいさつなど,地元西内海岩田支部長，

中平女史などのそれ，各艇の自己紹介，と相まって実

のある一夜だった。

第3レース（ショートオフショア）

風，南4～6m/sec

第3レースはショートオフショア島めぐり。風は4

~6m/secと中風以下で，速い艇には絶好のコンディ

ションであった。

第1マーク鹿島を回るあたりから，潮に対する各ス

キッパーの考え方が引くコースに出，興味あるレース

であった。鹿島でほとんど同時回航の上り強いくター

ボ>，やや落として速いくｴバー ﾏｳなﾉﾅはそれぞ
れに合ったコースを引いて第2マーク野忽那島でまた

同時回航。この近々lkmに満たぬ水道は時間的に逆

潮となるが，島側ぎりぎりのところに物すごぃ反流が

あり，これに乗ったくターボ>は水道を出たところでくエ

バーマウント〉に1kmほどの差をつけてしまった。

また,セカンドグループでは横になったくサマンサ>(オ

セアン）と，まともに走る<Iamm>が同じスピー

ド（急反流に乗って波も立てず浮んだ形で3～4ノッ

ト。一種不可思議）で通り抜けるという信じられぬ光

景もみられた。ギャラリーのポート上で「流れに乗っ

たら横になった艇の方が水圧のかかる面積が大きいか

ら速いのでは……」などとまじめに論議されたゆえん

である。

閑話休題。話を1，2位の競合にもどそう。その後，
アイ

最長のレグ第4マーク安居島を回ってフィニッシュ寸

前までにくエバーマウント〉はくレプトン・ターボ〉

に追いつき，追い越し，ここでダッキング・マッチが

始まった。だが，前述したように上り強いくターボ〉

にラフイングされて，タックで逃げずに受けてしまっ

たので,〈エバーマウント〉の善戦もそこまで。またま

たぐレプトン・ターボ〉に1位を譲ってしまった。6

時間半のレースで1,2位の差30秒，セカンドグルー

一
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プ5～6艇の接戦も見ごたえあり，好レースであった。

第4レース（オリンピックコース）

風北東10～15m/sec

－夜あけて3日目，台風接近で風は一転北東10

m/sec前後，時に15m/secのブロー，泡立つ海面と

なった。この強風で,今まで低迷していたレフ．トン,ヤ

マハ，オセアンなどプロダクションポートカヌ息を吹き

かえし,前日までのレース運びとは全く様変わりした。

特に強風に強いくバック・ミラー>，〈ウェザーコッ

ク〉のレプトン勢は,他艇力;全部lボン，2ボンのリー

フをしているなかで，フルメインでスタート。飛び出

しのよかったくバック・ミラー〉は，レースマシーン

のくレプトン・ターボ〉よりこの海象ではよく切り上

り，上マークで1位回航。サイド，下とプレーニング

ヘで抜きつ抜かれつの大接戦。この間スピンを上げて走

り切ったのはこの2艇だけで，後できいたところによ

るとくレプトン・ターボ〉は6回もう,ローチングしな

がら頑張ったとのこと。下回航の接戦でくバック・ミ

ラー〉は潮を読みちがえ（それどころではなかったの

だろう）マークタッチ。マーク回りなおしでひらいた

ギャップ．は遂に終わりまでつまらなかった。しかし

くバックミラー〉のスキッパー，クルーは昨日までの

ウサを吹きとばし，帰港後ポンツーンで1位フィニッ

シュのようにニコニコ顔だった。

結局1位は相変わらずくレフ°トン．ターボ〉で，微

風から強風までオールラウンドで優れた性能を実証し

たが，〈エバーマウント〉は内海レースということで

微中風に徹したデザインだったのか，第1下をストー

ムジブで回ったのち，2ボン3ボン,No2としぶと

くセールトリム，交換でネバッたが，上らず，走らず，

ワイルドタックとレース続行不可能で，両艇の競合も

ここで終わった。

へ第5レース（ロングオフショア）

風，北東10～15m/sec

午後に入ってさらに強風がつのり，ほとんどがナイ

碑､蕪澤鶏

鼻
~ 誰 一 … 群 舜 曽 I 捜 噛 一 品 ｴ ⑫ X 沖 b 丸 強 う 屯

トセーリングで計画されたロングオフショアはミニト

ンにとって危険となった。本部に全スキッパーを集め

コース短縮で明るいうちにフィニッシュの案を計り，

全員納得で最終レースが行われた。

前日まで14～15位を低迷し，ショートオフショアで

は安居島回航順位を告げる島からの電話連絡で,14位

まで報告され,そのあと「はるかに遅れてくウェザーコ

ック>といわれ,本部の爆笑をかつたほど走らずクサシ

ていたくウェザーコック〉が,地元の利で,潮を利した

コースをうまく引き，3位フィニッシュは艇の強風性能

と相まってさすがであった。帰港してからのクルーの

エビス顔も第4レースのくバックミラー>と同じだっ

た。

これで全レース終了。〈レプトン・ターボ>が全レー

ス1位で完全優勝。2位は目立たぬ走りだったが着実

に得点し,最後のレース(得点2倍)で2位に入ったくフ

リゲート>(デュボア1/8)。松山開催最大の功労者，中

平女史のくサマンサ〉が,毎回クセになった失格（ジュ

リーの石井正行氏が彼女の苦労を知っているだけに，

忍びがたきを忍んで盲告）を今回も第1レースでやっ

たにもかかわらず猛追，トータル3位に入ったのは見

事だった。

また，今回から設けられた，量産艇トップに与えら

れるう°ロダクション・グランプリは,ヤマハ21Sのくグ

リーンヤマト〉がコンスタントにレースをこなす腕の

たしかさで獲得した。

総じて参加艇の平均レベルは前回よりさらに上が

り，そのためセカンドグループ・の接戦は，トップ．争い

とは別の意味で，より面白かった。近来珍しい実のあ

る大会だったといえよう。

最後に，いつもいうことだが，ヨットレースは走る

よりそれを支援する人々の方がはるかに大変なこと

だ。県連の古田氏ほか多数の方々，西内海支部岩田支

部長ほか，ホームポートを提供していただいた島マ

リーンご夫妻，そして経済的ご支援をしていただいた

協賛各社に深甚の謝意を表する。

諜響遥李一一,皐苧f;』』と鍵蝿繊嬉許識鏡輝+~篭.,許 騨蹴髪,輯_男4

錘』瓦率鍛、1寺'雫'士~_曲K屯晶[

J三宅島救援のお願い〃？#『
霧ゞ

さる10月3日，三宅島が21年ぶりに大噴火を起

こし，ヨットマンも時々入港する阿古港はほぼ壊

滅状態であり，島民の方々は大変お困りのことと

思います。つきましては，関東支部の会員の方々

にぎえん金および救援物資をぜひともお願い申し

上げます。

ぎえん金:1口1,000円（何口でも可）

（5）

救援物資：衣類，食品，食器等の生活物資

連絡および郵送先：

㈹日本外洋帆走協会関東支部

〒105東京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル4F

TELO3(504)1911～4

会員の方々のあつい救援の手をお願い申し上げま

す。
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NORC旗とエチケット
嘩乙

晒函

I
福永 昭 （

エンサインとクラブ・バージ

NORCの創立時は，スコットランド人のマッケン

ジー氏の助言に負うところが多かった。そのひとつに

クラブ・バージ（クラブ旗）とエンサイン（国籍旗）

のことがある。

氏は，クラブを作るうえは，クラブ・バージとエン

サインをきめ，ロイドに登録するものだと，分厚いグ

リーンの表紙のレジスター・オブ・ヨットという本を

貸してくれた。この本には，世界中のロイドに登録さ

れているヨット・クラブ名とクラブ・バージ，エンサ

インが色刷りで載っている。

その中で，アメリカのCCA(クルージング・クラ

ブ・オブ・アメリカ）のバージが目についた。白地の

三角旗にブルーの横線が一本入った，あっさりしたも

のだが，なかなか良い。日本では白地に赤がふさわし

い。そこで白地三角旗に赤の横線一本の絵を画いて，

皆の了承を得た。早速マッケンジー氏に見せたが，氏

はちょっと物足りないと感じたのか，赤線の上にカモ

メをのせてはどうか，との意見を述べられたが強制は

しなかった。

ロイドに登録する以上，エンサインも定めなければ

ならない。アメリカのヨット・エンサインは，スター

ズ．アンド・ストライプの代わりに，錨の回りを13個

の星が囲んでいる。イギリスでは，商船やヨットはユ

ニオン・ジャックを掲げず，レッド・エンサインだ。

また，ヨット・クラブによっては，海軍省の許可を得

て，ブルーエンサイン（予備海軍旗）を使っているも

のもある。イギリス海軍の軍艦旗は有名なホワイト・

エンサインだ。ロイヤル・ヨット・スコードロンは，

このホワイト・エンサインを使える特権を持ってい

る。NORCも日の丸でない，ヨット・エンサインが

欲しい。オカの上ではまあよいが，海の上ではちょっ

と寂しい感じがする。東京オリンピックの前に，グラ

フィック・デザイナー達から，日の丸の径をもう少し

大きくしようという提案があったが，残念ながら実現

しなかった。ただ，日航の旅客機の尾翼に描かれてい

る日の丸は，赤丸が大きく描かれているようだ。

そこで思いついたのが日本帝国海軍の軍艦旗であっ

た。朝鮮戦争後，アメリカの強い要請で，日本の再軍

備が開始され，陸上のあとに，海軍の「ひよこ」とも

いうべき海上警備隊が生まれたばかりだった。海上警

備隊の艦艇はアメリカ海軍の払い下げのフネで，ブ

ルーのストライプ°に桜がついた奇妙な旗を掲げ，軍艦

旗は持主不在だったのだ。

軍艦旗はデザインとしてもダイナミックで，軍艦

マーチとともに，帝国海軍が我々に残してくれた遺産

のひとつとして,NORCで活用しようではないかと

皆の意見が一致した。こうしてNORCのクラブ旗と

エンサインは定まり，マッケンジー氏はポケットマ

ネーでロイドに登録してくれた。1955年版のロイドの

レジスター・オブ・ヨットにはNORCとエンサイ

ン，クラブ・バージが載った。が，これには後日諄が

ある。

やがて海上警備隊は，旧海軍の人達を大量に採用し

て海上自衛隊となり，いつの間にか軍艦旗を使いはじ

めた。やはり，長年見慣れた軍艦旗でないと，士気が

あがらなかったのだろう。

NORCから，軍艦旗はヨット・エンサインとして

ロイドに登録してある旨，防衛庁へ手紙を出したとこ

ろ，軍艦旗を使われるのは困る，という返事がきた。

戦後，捨て去っておいて，今更何をとも思ったが，い

さぎよく軍艦旗を返し，新しくヨット・エンサインを

考えることにした。

オーシャン・レーシング・クラブだから旗の地の色

はブルーとし，上のl/4の隅に日本帝国海軍の大将旗

を入れた。大将旗は日の丸から八条の線が出ているも

のである。全体の感じはイギリスのネーバル・リザー

ブの旗（ブルー・エンサイン）に似ている。これが現

在のNORCエンサインで，早速ロイドに登録し直し

た。

（6）

エチケ､ント

ヨットにきちんとエンサイン，バージが掲げられて

いるのは，見て気持ちの良いものだ。ところが，近年，

どの艇もマストヘッドに風向，風速計やアンテナなど

を装備しだしたから，クラブ・バージを掲げる所がな

くなってしまった。

大儀見さんの話では，外国では右舷のスプレッダー

に掲げているとのことである。片舷からしか見えない

のは残念だが，今後は右舷のスプレッダーにNORC

クラブ旗を掲げることにしてはどうだろうか？ある

いは，バックステーの中間あたりに掲げても良いと思

う（レース旗を掲げる場所)｡NORCエンサインは，

レース以外，なるべく掲げたいものだ。これを掲げる

のにはちょっとした工夫をするとよい。旗ざお（クラ

ブ・スタフ）の頭の球の真下に細いロープ°を通す穴を

開けておくことである。エンサインの上下に細いロー

プをつけておき，上はこの穴を通してから引き，下は

旗ざおのつけ根近くに穴をl～2個開けておき，これ

を通してとめておく。

第1回の神子元島レースの時だった。我々のくふる

たか>は横浜を夕刻スタートし,翌日は相模湾を横切っ

≦ ■
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て伊豆半島へlf!jかうコースをとっていた。やがて遠く

から，イギリスの駆逐艦とアメリカのコーストガード

のフネが近寄って来た。当時，レース参加艇の半数ぐ

らいは，アメリカ人やイギリス人の艇だったのだ。各

艇はレース中もエンサインを掲げていた。イギリスの

駆逐艦が我がくふるたか〉に近寄って来たので，とも

のエンサイン（軍艦旗）を'/3下ろし，敬意を表した。

こちらは，どういう反応を示すかと双眼鏡で見ている

と，伝令がブリッジからともへ伝わってゆき,エチケッ

ト通りにホワイト・エンサインをl/3下ろし，また上

げて答礼した。

クルーザーの旗手にエンサインを掲げる場合，エン

サインを上下する場合もあることを知ってもらいた

い。

また日本では，クラブハウスの旗さおにヨットエン

サインを掲げる時(国旗の場合も同じだが)，一般に旗

が小さすぎる。これはビルの上や，ビルの入口付近に

立つ旗ざおでも同様である｡標準としては,旗ざおの高

さのl/4を旗の横幅とすべきである｡(旗ざお10mの高

さで，旗の横幅2.5m)さらに建物の屋上では，旗ざ

おの長さのl/3を横幅とすべきである。（別図にアメリ

カの例を示す｡）

今から20年くらい前のことである。ノルウェーの国

王がフランスを訪れたことがある。ノルマンにかつて
しの

フランスが占領されていた故事を偲んで，ノルウェー

国王はアーブル港に上陸し，列車でパリのオーステ

リッツ駅に着いた。コンコルド広場には国王を迎える

ための巨大な旗ざおが建てられてあった。高さは30m

ぐらいあったろう。なんと，風のない時には，ノル

ウェー国旗の先端が地面に届くばかりだった。旗は大

きいほど立派だ。

エンサインは旗ざおの上，いつぱいに掲げるもので

ある。テッペンのボールと旗との間にすき間ができる

のを船乗りは嫌う。旗が上にあがっていないのは弔旗

だからである。

ヨットではエンサインを，朝は8時に揚げ，夕方は

日没時に降ろす。外洋でも，他船が見える時は揚げる。

アメリカスカップの予選の写真を見ると，各国の艇は

ともに必ずヨットエンサインを揚げている。将来は，

日本のクルーザーも外国を訪れる機会が増えてくるだ

ろう。いつもヨット・エンサインを揚げ，国民一般に

認識してもらう必要がある。

シップ・シェイプ(ShipShape)という言葉がある。

ShipShapenのあとのe、がとれた言葉で，辞書によ

ると，フネのようにいつもキチンと整理された状態を

いう言葉である。我々のヨットも常にシップシェイプ

であるよう努力しなければならない。

船底が汚れフジツボまでつけている艇防舷物(フェ

ンダー)をぶらさげたままや,スピンシートを引きずっ

て帆走しているフネ，天気の良い日に小網代沖でよく

お目にかかる風景である。

以前,シネラマでノルウェーの練習帆船(クリスチャ

ンラディックとかいう名だった）を撮ったものがあっ

た。最後に，フネが港に入り艦長がフネを下りる場面

が印象に残った。船長は，舷門の近くの一本の通用筒

が船の首尾線に対し，角度がついているのに気付き，

何気なく通風筒の向きを船首尾線と平向になるように

直し，とものノルウェー国旗に敬礼して舷門から下り

て行った。

徳川300年の間，海に出ることの少なかった農耕民

族の日本人の家庭の中には，海洋民族の伝統やしつけ

はなかなか育たなかったようだ。NORCの仲間は，

海の，また船乗りのエチケットや良いしつけを我々の

子孫に伝えようではないか。

一

＊

（7）
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シングルハンド大西洋横断レース

昭和35年，この年，ヨーロッパでは，初の単独大西

洋横断レースが開催された。主催は英国のロイヤル・

ウェストンY.C.とスローカム・ソサエティー。

過去にもシングルハンドの大西洋横断や世界一周の

記録はあったが，レースというのは欧米でもこれがは

じめての試みであった。

コースはプリマスからニューヨーク。8隻参加の予

定が，3艇がスタートに間に合わず5艇で実施。レー

ティングによる時間修正はなく，フィニッシュ順位の

みの勝負である。

参加艇の最大艇は,<GypsyMothm>(13トンのバー

ミューダー・ヨール)，最小艇は<CapeHorn>(JOG)

で，このほか,<Eria>(26ftフォルク・ボート),

<Jester>(26ftフォルク・ボート),<CardinalVertve>

(25ftスループ）などであった。

成績は<GypsyMoth>,<Jester>,<CardinalVertve>,

<Eria>,<CapeHom>と大きさの順にフィニッシュ

している。

また，全参加艇とも，自動操舵装置を装備しており，

この点も日本のヨット乗りたちの興味をひいたし，こ

のようなレースができる日が，日本のヨット界にも1

日も早くきて欲しいと，当時の日本人セーラーたちは

考えたものだ。

<フェニックス>(鳳凰丸)帰る

8月号のこの欄で紹介した世界周航艇くフェニック

ス>(鳳凰丸）が，昭和35年に，6年振りに横浜へ帰っ

てきた。

オーナーのレイノルズー家4人のほかに，広大OB

の三上仁一氏がずっとクルーとして乗り込んでおり，名

実ともに日本人による初の世界周航を完遂している。

このとき,NORCの有志たちにより，歓迎会が開

催されたのだが,その席上でのやりとりがオモシロい。

「暴風のときはどんな対策を講するのか？」

「ただ，神に祈るのみ」

「病気に対してはどう対処したか？」

「出帆前に四国の金比羅さんにお伺いしたら，大丈

夫だと告げられた！自分たちはさしたる病気にもな

らなかったが，寄港地で訪ねて来たお客が，ボートを

ひっくり返して溺れかかったり，デッキから落ちて腕

を折ったりして気の毒だった」

「病気は外科と内科とどっちが多かったか？」

「船酔いが一番多い」

「航海に要した経費は？」

「詳しくは分からないが，はたで考えるほどはかか

らない。少なくとも陸上の生活よりは，はるかに安い。

なにしろ，金の使いようがないのだから」

「周航中，事故はなかったか？」

「今まではなかった。ところが横浜に停泊中，サン

パンにぶつけられてバウスプリットを折ってしまっ

た」

といった具合。

ヨットを造るのに補助金が出る時代力yあった

デインギーのお話だが，昭和35年に日本ヨット協会

では,素人のヨット入門の普及と,多数の人々にヨット

の設計や建造に興味を持ってもらおうと,新設計のヨッ

トを造る人に対し,補助金を贈呈したことがあった。

その規定は，

(1)新設計であること

(2)全長4.2m以下。幅，深さ，帆面積は問わず

(3)レースのときは2人乗りであるが，4人乗っても

安全に帆走できること

(4)帆は2枚（スループ）とする。

(5)構造はなるべく簡単で建造費の安いこと

(6)できれば高校生程度で自作も可能なこと

となっていた。金額はl艇につき2万円ということで

(当時の雑誌・舵が140円であった),けつこう大きな

額である。ただし，この年は5艇分の割り当てしかな

かったそうである。

補助金を受けて，何か拘束されるのでは，といぶか

る向きもあったようだが，「ある種のヨット競技に出

場を勧誘されること」がある以外には，何の拘束もな

かったらしい。

高度成長とプレジャー・ボート

昭和35年といえば1960年代の幕明け。日本経済も安

定し，高度成長期にさしかかるころだ。

こんな時代を反映して，この年，ヤマハ発動機がプ

レジャー．モーターボート界に参入した。6．9mの力

(8）
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費を投じて建築中であった，須磨ヨット・ハーバーが

開催した。総面積15,400m2(うち水面積7,130m2),

水深2mで，ディンギー，スナイプ100隻を収容でき

る規模であった。そこで開港当時の使用料金を見てみ

ると，5～10月の間の1カ月の料金は，ディンギーで

1,400円,スナイプ1,900円，シーホース2,000円,スター

2,700円，その他「大型」として3,300円の料金が設定

されていた。また,11～4月のオフシーズンには500

~1,000円ほど安くなり，加えて学生が使用する場合

は，それぞれ半額になっていた。

タマランをはじめとして,10数隻のランナバウトの発

表会を芦の湖で開催している。当時の専門誌には，「同

社のボート界への進出は，従来のこの業界とは異なっ

た路線を行くものと予想され，わが国のポート産業に

大きな刺激を与えるものと期待される｡」とある。

この後，多くの他業種からの業界参入もあり，日本

のプレジャー・ボート界の一つの黄金期が来るのであ

る。

当時の艇置料はいかほどに

昭和35年の7月1日，4年の歳月と5,500万円の工

〃

… 頚
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《

力

艇を選び出したという戦略の勝利であり，春のきびし

い海に競い合うノードゼーレガッタをこの国のオフ

ショアレースの底辺に据えての外洋レースへの取り組

みの中で，練度の高いすぐれたヨットマンを多く生み

出した，西ドイツヨット界の豊かな土壌のもたらせた

栄光であったと評価できるはずである。

西ドイツは1973年S&S設計の中間レーティング

の3艇で，この栄光のカップ．を手中にしているが，そ

の最初の勝利の時から，次の今回の勝利までの10年間

に5回の挑戦を続け,1979年11位の例外を除き,'75

年2位，↑77年4位,'81年3位と常にトップグルーフに

あって，この栄光の座をねらっていたのである。

その10年間に，彼らがこのレースに送り込んだフネ

は，いずれもこのレースに勝利するための条件を備え

た，いうなれば勝ち味のある強力艇で，その3艇は，

常にその時代をリードするデザイナーによって描かれ

た精鋭艇であった。彼らがいかに冷静にこのレースを

分析し，このレースに送り込むフネを造り出している

かが分かるはずである。

今回の西ドイツチームの編成は，新鋭デザイナー，

ユーデル/フローリックのくピンタ〉（32.7)，〈アウト

サイダー>(30.0)とデ／リイダーのくサビーナ>(30.0）

の3艇で，この編成によって強風にも微風にも必ずど

の艇かが得点できるという体制を可能にし，特に得点

が2倍3倍になる2つのオフショアレースでは，

TMF方式の利を生かして，軽量のミニマムレーター

に高得点を期待するという布陣であった。

このミニマムレーター有利は，1975年のレース以降

チームの編成により慎重な戦略を

1979年と今回の日本チームの編成はか

なり勝ち味のあるものだったのだｶ罫…

西ドイツは，3艇のとぎすまされた快速艇をこの

レースに送り，練度の高いクルーをそろえて，性格の

違う5つのレースのすべてにムラなく得点を重ねて，

この栄光の座をかちとった。3艇が，艇別得点におい

て，2位，5位，7位と上位に並び，その得点も286点，

283点，278点と接近していることを見れば，このチー

ムの編成がいかにすぐれたものであったかが分かるは

ずで，最多得点艇くディーバ〉を持ちながらl1位に甘

んじたフランスや，2艇の高得点艇を擁しながら，他

の1艇のとりこぼしによって，栄光の座を逃したイタ

リア,ｱﾒﾘｶのｹｰｽは,このｱドﾐﾗﾙズカップ

レースのきびしさを物語っている。

いかに飛び抜けた快速艇をもっても，またいかに秀

れたヨットマンをクルーの中に加えても，それがl艇

あるいは2艇であったら，また，何人かに限られたも

のであったなら，このレースに上位を占めることはで

きないというレースなのである。参加するその国の外

洋レースのすべての水準が試されるレースである。こ

のアドミラルズカップが特別に重視される意味がここ

にある。

西ドイツの勝利は，このレースへの20年の経験を冷

徹に分析して，このレースに勝利する条件を備えた3

一
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のこのレースにおける高得点艇のリストを見れば歴然

とした事実であったろう。

こうした軽量のミニマムレーターを中心にした編成

は，今回，イギリス，西ドイツ，オーストリア，ベル

ギー，日本などが上げられるが，今回の西ドイツの勝

利の結果から今後こうしたチーム編成がこのレースの

常識として定着するに違いない。

2位と健闘したイタリアは，前回の1981年レースに

は8位ながら，’77年5位，’79年3位と上位をうかが

う力を貯え，1980年に自国の海域に創設したサウデイ

ニアカップにおいて，イギリス，オーストラリア，フ

ランス，西ドイツといった先進諸国と競い合うチャン

スを作り，そのレベルを引き上げての参加であって，

この数年その微風における力量が注目されていたチー

ムである。

今回イタリアがこのレースに送ったチームは，前回

'81年シリーズに，微風のインショアレースに抜群の

走りを見せ，続く'82年サウデイニアカップにイタリ

ア勝利の原動力となった微風のエース<アルマゴレス〉

(32.9)，〈ブラバ〉（34.0）の2艇に，〈ブラバ〉のデ

ザイナー，バリセリの軽量小型艇くプリマドンナ〉

(31.4)の3艇で,3つのインシヨアにくブラバ>(2

位123点)，〈アルマゴレス>（4位123点),の高得点を

上げ，微風となったファストネットにもこの2艇は，

2位，5位と健闘，2位の座を確保した。もし，最少

艇くプリマドンナ〉のインショアレースにおける荒っ

ぽいレース運びによるペナルティーがなければ，この

チームが西ドイツと入れ替わるシーンも可能といえる

ほどの力量を見せたのである。

自国でのレースを充実させることがこのレースへの

戦略の大きなポイントであるということを，このイタ

リアチームは証明しているのである。

このイタリアの中間レーティング2艇下限艇lの

編成は，前回81年の優勝チーム，イギリスの編成と

同じで，また今回アメリカの3艇の編成に通じる戦略

であった。

この戦略の基礎になる考え方は，3つのインショア

レースにおける2トンクラス艇の優位と，微風になっ

た場合のオフショアレースに軽量艇の高得点を期待す

るというもの。

しかしながら，その戦略は，イタリアにおけるくう．

リマドンナ>，アメリカにおけるくロクーラ〉の不振

によって夢と消えたが，今後再検討を迫られる編成で

はなかろうか。

日本は，中間レーテイングのくフォーミダブル〉

（33.5)，ミニマム艇くトーゴⅦ〉（30.5)，〈フラート・

オブ・パジエ〉（30.1）の3艇で，前々回のくコテル

テル>,〈トーゴⅣ>，〈月光〉のチームと同じような編

成であった。しかしながら，今回のレースでは，現地

でのさまざまな不運なトラブルの積み重ねの中で，そ

のチーム編成の有利を生かすことができなかった。

(10）

予選レースの充実こそ

強力チーム編成のカギだ

日本の外洋レースの活性化を計れ

参加国15カ国，それは現在外洋ヨットをスポーツと

して持っている国のほとんどを集めたといえる国の数

といっていい。ソレント海峡に3艇を送らなかった外

洋ヨットレースを持つ国は，遠いアルゼンチン，ブラ

ジル,南ア連邦，そしてヨーロッパのノルウェー，フィ

ンランド，スペイン，前回までの常連であったアジア

のホンコンチームぐらいなもので，アドミラルズカッ

プは，外洋ヨットのオリンピックと呼ばれ得る規模と

内容を持ち続けている。

その15の参加国の代表艇の選考事情について知るこ

とも，次回以降にも挑戦をもくろむわれわれ日本の外

洋ヨット界にとって必要なことでもあろう。

優勝した西ドイツは,1973年の初優勝までは，カウ

ズウイークにこのレース海域にフネを持ち込むオー

ナーの中から，アドミラルズカップにエントリーでき

るサイズの艇を選び出し，その艇に，ディンギーレー

スできたえられたクルー達を乗せるといった方法で，

代表艇を決めていたと伝えられる。そして，予選と呼

べるレースが企画されたのは，1973年からで，それも，

キールを中心にして行われるノードゼーレガッタの成

績を参考にしての選考であった。純粋にこのレースの

ためのセレクションレースが行われるようになったの

は，1977年シリーズ以降で，そのレースの順位によっ

て選ばれる代表艇は，かなりレベルの高い精鋭艇と

なったのである。そして，その予選レースによって，

クルー達の練度も大きく前進したのである。､73年以

降この国の順位が上位に定着したのも当然といえるだ

ろう。今回のエントリーのための予選は，約15ハイの

快速艇が参加し，上位の3艇を西ドイツチームに指名

したが，その予選に惜しくも破れた4位から6位まで

のフネは，直ちに隣国オーストリアの代表艇として登

録され，今回のレースに参加している。

2位のイタリアは，自国で開催される新しいアドミ

ラルズカッフ．方式のレース，サウディニアカップの成

績を参考にしての選考で，’82年のサウデイニアカッ

プの優勝チームの2艇に，小型艇くプリマドンナ〉を

加えての編成となった。このイタリアが上位をねらえ

る力をつけてきたのは，サウディニアカップレースの

創設と無縁ではあるまい。

アメリカは，アドミラルズカップとともに世界の

ビッグシリーズに数えられるアドミラルズの半年前に

行われるSORCの成績を基礎に代表が決定され，予

備艇を含めて6艇がカウズに送られるという方法を

採っている。その結果，常にその年の注目デザインの

精鋭艇を送り得る体勢を持っているといえるのであ

へ

へ
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る。〈スカーレットオハラ>，〈ロクーラ>，〈シェナン

ドウ〉は，まさに現在のヨットデザインの頂点にある

フネといえるだろうし，その乗り手のレベルの高さは

SORCのきびしいレースを経験しているだけに当然

といっていい。

予選レースがもっとも激しく争われる国は，イギリ

スとオーストラリアであろう。

イギリスは，5月から始まる予選で3艇を選び出す

が，今回のこの予選に参加したフネは24ハイ°そして

予選のために指定されたレースは，オフショア3レー

ス，インショア5レースとかなりきびしいもの。その

レース海域は，インショアは本番レースと全く同じソ

レント海峡で，またオフショアの一つはチャネルレー

スと同一のコースで行われる。今回の予選のトップス

コア艇は，〈インデリジェンス〉となって，前回まで

常にイギリスチームにあったくヨーマン〉は4位に落

ちた。

その結果，上位3艇をAチーム，4位から6位のフ

ネをBチームに指定したわけだが，そのBチームの力

量はかなり高く，もし，イギリスが，このBチームを

出場させていたら，8位という惨めな成績にはならな

かったろうと語られている。3倍の最多得点からえら

れるファストネットでは，そのくヨーマン>，〈パンダ〉

がチームメンバーであった。4位，9位と上位を占め

ることが可能だったのである。

RORCの選考委員会のメンバーは,単純に予選レー

スの順位によって決定した今回のセレクションは失敗

であったと語った。

こうした上位を占めたチームの選考事情を見ると，

そのセレクションの内容が，そのまま本番レースにお

ける戦力を決定するということが分かるはずである。

もし,日本が将来,再びこのレースの挑戦を計り，また，

パンナム・クリッパーカップといった海外レースへの

参加をもくろむなら，日本国内における予選レースの

充実を計るところからスタートしなければ，いいチー

ムは編成できないと考えられる。

沖縄レース，八丈島レースというきびしいレースを

予選の中に加えることによって，今低迷している日本
のオフショアのシーンを燃え上がらせる鍵があると思

うのだが。

ヨット界の水準をそのまま示すレースだといわれてい

るレースである。

そのレースに日本から送り込まれたフネとクルー

は，世界という尺度の中で，日本の外洋ヨット界の底

の浅さをさらけ出したといっていい。1973年サラブ

レットによるハーフトンカップ8位，1979年都鳥トラ

ンスパック総合2位，1979年クオータートンワールド

開催と日本艇の快走，そして昨年のパンナム．クリッ

パーカップにおけるく飛梅>，〈雲柱>，〈スーパーウィッ

チ〉らの上位入賞といった日本の外洋ヨットの評価を

高めたいくつかの快挙は，果たして日本の外洋ヨット

の実力だったのだろうか。

日本の外洋ヨット界の成長に強い関心を持つ海外の

関係者の間では，今回のこの成績にある種の困惑の表

情がうかがえる。

3艇の苦戦の原因は何だったのか，現地での印象の

中から，いくつかの問題点を上げ検証してみたい。

〈トーゴⅦ〉のオーナー山田先生は，「ホランド設

計のくトーゴⅦ〉は既に古く，このレースには向いて

いなかったのではないか」と語ったが，デザインの選

択というこのレースへの戦略の第一歩におくれをとっ

たという。

確かにくトーゴⅦ>は1980年に描かれた1981年シリー

ズ向けのレーサーである。その'81年には,<トーゴⅦ〉

の姉妹艇，〈スィズルバブル>，〈ウィーウィルウィン

キー>らは良く走り,特にくスィズルバブル>は最終ファ

ストネットレースに高得点を上げてくピクトリー>，

〈ヨーマン〉を抜いてトップスコア艇となっている。

その結果，ホランドのフラクショナルのミニマム艇

は1977年以降のホランドの快速小型艇群のポテンシャ

ルを受けついだ傑作として高い評価を定着させたので

ある。

今回は，そのホランドのミニマム艇は，〈トーゴⅦ>，

〈スィズルバブル〉（前回のくウィーウィルウィン

キー>）と日本チームのチャーターしたくフラート・

オブ・パジェ〉の3艇だが，〈スィズルバブル〉の10

位が最高であったことを思うと，山田先生のもうこの

フネは古いというのは，当たっていないとはいい切れ

ないだろう。

そして，〈フラート・オブ・パジェ〉も同じような

評価が当てはまるはずだが，そのフラートは，前回に

もエントリーされ，艇別得点は104点43位と下位に低

迷していたフネであり,SORCクラス4位といって

もその評価はかなり割り引かなければならないフネ

だったのである。しかしながら，そのデザインの古い

フネであったとのエクスキューズを抜きにしても，こ

の日本の2艇のレースには不満が残る。

天の利に恵まれたといえる。超微風のチャンネル

レースで，その利を生かして中間のCH-1ブイをトッ

プ回航,修整3位を占めながらレースを終了してくトー
ゴ〉は13位となったのだが,CH-1で上位を占めてい

●

一
《

一

惨敗に終わった

日本チームと今後の課題

国内レースの再検討と

日本外洋ヨット界の充実を……

1977年，1979年に続く3回目の日本の挑戦は参加国

15カ国中の最下位･15位と残念ながら惨敗であった。

外洋ヨットのオリンピック，世界選手権大会と呼ば

れているこのアドミラルズカップは参加する国の外洋

(11）



昭和58年11月15日第104号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可○FFSHORE

たくマジェストリー>（2位)，〈サピーナ〉（1位）が，

そのまま1位，2位を占めているのに，〈トーゴ〉の

13位への転落は，惜しまれる。

また,微風のファストネットレースにもくトーゴⅦ〉

は，ファストネットロック回航時にはほぼ中間の23位

といい位置を占めながら，最終的には38位と順位を下

げている。この結果は，長いレースへの日本人クルー

の経験不足が影響していると見ることが出来るはず。

ねばり強くレースを走り切る，外国のクルーたちの執

勧さを身につけなければ大レースには勝てないことを

思い知らされたのである。

ホランドの古い2艇に比べ,もうひとつのチャーター

艇くフォーミダブル〉は，デュポアがこの1983年シリー

ズを目標に描いた，まさに最新のアドミラルカッパー

であった。

前回の優勝チームの最多得点艇くビクトリー〉をさ

らに洗練させた，33．5フィートは，インショアレース

の優位を約束された快速艇で，そのハル，マスト，そ

してセール，ギア，全てが現在世界の最高水準にある

フネであった。

そのくフォーミダブル〉は果たして有利に戦えたは

ずのインショアにその力量を発揮し得ただろうか。わ

ずかに評価できるのは第2インショアの15位というの

では，決して満足のいくレースをしたとはいえないだ

ろう。

その第2インショアでは，スタートしてから第1

マークまでの上りレグでは，このレースのリーダーと

なった,アメリカのくスカーレットオハラ>,〈ロクーラ〉

のSORCの強豪たちと互角の戦いぶりを見せていた

のである。それがマークを回航する度に順位を下げて

15位に落ちたわけだが,諏訪スキッパーが語った，「こ

んな長時間の三角レースの経験がない」というモロさ

がその結果に表れたということなのであろう。

デュボアの同型艇くプロモーション〉の総合9位，

に比較して，〈フォーミダブル〉の40位は大いに不満

の残る成績だったといえるだろう。

〈フォーミダブル>，〈フラート・オブ・パジェ〉の

2艇は，現地でのチャーター艇であった。〈フォーミ

ダブル〉は，オランダチームの常連としてこのレース

に豊かな経験を持つチームであり，〈フラート・オブ・

パジェ>は,バミューダからエントリーされるはずだっ

たトップレーサーである。今回のレースでは，ルール

によって求められているスキッパー，インショアレー

スにおけるヘルムスマンおよびクルーの半数を自国か

らという規定によって，8人対7人あるいは6人と5

人という外人クルーを加えての混成チームでの参加と

なったが，そのチーム編成は，レースを重ねる間に思

いがけない不協和音を生むことになったようだ。フネ

の上を日本語，英語，ドイツ語，フランス語，オラン

ダ語が飛び交うといった事態は，とてもスムースに

レースを進行させ得る状態だったとはいえないはず

で,そうした言葉の障害は,時には不要な摩擦をクルー

の間に生むことになるのである。

〈フラート・オブ・パジェ〉のムードは，そうした

言葉の障害から端を発して，ついには人種的な偏見と

いった感情を下敷にして，憎悪といっていいトゲトゲ

しいものにエスカレートしてしまったのである。そう

した空気の中では，どんなフネを与えられても，また，

ひとりひとりの乗り手の力量がどれほど高いもので

あったにしても，満足なレースができるはずもないの

である。このホランドの30.1フイートのチャーターは

失敗であったといっていい。

苦しいレースの中で日本チームは情報収集の不足，

チーム編成の甘さ，クルーの練度の低さ，とさまさま

な弱点をさらけ出してしまったが，それは，今回の3

艇のチームのみが負わさるべき負債ではないはずであ

る。

この苦戦を終えて日本の外洋ヨット界は,次の挑戦

そして将来への展望をひらくためにも，大きな課題を

このレースによって与えられたのである。

1977年，このレースへの日本の初参加の時，

NORCは，いくつかの課題に直面した。それは，よ

り濃密な情報収集の必要であり，より戦闘能力の高い

代表艇の選択，そしてナビゲーターの養成，クルーの

練度を高める努力であった。

続く2回目の挑戦では，より長期的な展望に立って

の日本の外洋ヨット界の充実が求められていたはずで

ある。

3度目の正直といえる今回の参加は，その過去2回

の経験がほとんど意味をなしていないことを知らされ

たのである。

日本の外洋ヨットの足場を固めること，そこから再

出発しなければ，こうした国際レースでの好成績は望

めない。

日本の外洋ヨットレースの充実，それは沈滞してい

るNORCのクラブとしての活動の活性化を計る大き

な鍵になると思うのだが……。

はなやかな海外レースへの参加を目指す前にわれわ

れは国内レースでの経験を充実させなければなるま

い。日本をとりまく海のきびしさ，複雑さは,海外レー

スの海や空のそれを上まわっている。その海に学び，

鍛えられたクルーを持ってこそ，海外レースに通用す

るチームを作り上げることが可能になるはずである。

勝てるフネを作り，練度の高いクルーを育て，その

中から真に日本のナショナルチームと呼べるチームを

送り出す体制を作ること，そうした，既に諸外国では

常識となったビッグレースヘの取り組みの姿勢をこ

そ,NORCは今，構築しなければならないのである。

巳

タミ

へ

０

このアドミラルズカップレースの各レースの経過

については，「オーシヤンライフ」11月号に掲載した

劣文をお読みいただきたい。

｜

’
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林支部長より名称を「エンドレス・サマーカップ・イ

ン・津」という提案を推薦するとのことで，次回より

この名称になります。時間およびレース回数，そして

前夜祭も検討され，来年の再会を期してホームポート

ヘ吹き出した風の中散って行った。

東

海

'83オータムシリーズ・レース

(第2回東海支部フリート対抗レース，

チヤンビオンシツプレース，全日本

支部対抗レース選考を兼る）

レース委員長山田克己

10月2日旧)<第1レース・オリンピック〉

北北東0～3m・風がなく，良くふれ，コースの設

定が出来ない。

レースを少し延期する。風も少し安定してきたとこ

ろでコースを設定し，スタート10分前を鳴らす。

1回目のスタートはゼネラルリコール。2回目から

、

だ

よ

り

一
｛

7/~刊毎W/~､WWR､Wの壷肝〆一､§

第1回津合同レースﾚｰｽを少し延期する｡風も少
ろでコースを設定し，スタート1（

(エンドレス･サマーカツプ･イン･津）1回目のスタートはゼﾈﾗﾙ,ノ

昭和58年9月'8日（日）

レ ース委員長 川端 治夫 第1 回津合同レース成績表

17日午後より各地から津ハーバーに

回航艇が集結し，海洋スポーツセン

ター所属艇もクレーンで続々降ろされ

た。今回が第1回ということで，レー

スへの期待も高く，参加艇も33隻と

なった。

18日0830のスタートを目指して，早

目に出港。セールを上げるころは

4m/sもあった風がどんどん落ち，風

向きも振れ出した。

0830スタート。リコール艇があり，

フラッグが上がったのだが，これが第

一代表旗だったので，ゼネラルリコー

ルとなった。15分後はマーク変更した

にもかかわらず，片上りとなった。上

マークは大型艇が先行したのだが，サ

イドへ向かう途中で凪となり，次に吹

き出す風を求めて，それぞれのポジ

ションへ。

ここで抜け出した艇が，サイド下

マークへと順位を上げた。コースが短

縮され，2回目の上マークでフィニッ

シュ。トップはくピンド7〉，着順4

位にはくアイアム3〉が入り，総合優

勝となった。

1300から表彰式と昼食会があり，小

||多正時間fr, フリーI、 〃i要時間 ｸﾗｽー即|ｳ：艇'''1'11〃 I､.C,FセールN(，
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は1分間ルールがあるので，ライン上で流している船

があり，風下の船と接触し抗議を出される。微風のわ
りにコース設定が長かったので，第2マークでコース

短縮。フィニッシュ。

′
軍

10月2日旧）〈第2レース・オリンピック〉

南南東2～5m・風もよく安定してきた｡第1レー

スが長かったので，第2レースも予定より少し遅れる

ことになった。今回は1回でスタート。

スターボードとポートに分かれる。スタート後ス

ターポードで岸に突っ込つだ艇は大雨の影響で，矢作

川の流れに押されていて上マークまでの順位を落とし

た。ポートで走った艇が最後までリードするレース展

開になった。

;34

擁s
旬

コリユフ ；

0 37

鋼
簿

10月9日旧）〈第3レース・20マイルショートイン

ショア〉

南東0～7m。スタート時点では風がよく吹いてお

り，順調にすすむ。

1時間後，風がなくなり先行艇がフィニッシュ直前

でタイムリミット。全艇DNFとなる。

。‐

八

チャンピオンシップレース優勝のくマーク〉手前

'83オータムシリーズレース成績表 1983年10月2.9.10日

鋪1レース 鋪2レース 苑3レース 総合lll!!|i>i｝4レースク
ラ
ス

セ

ル

1(）

総合艇名
』ム

ー

ノ
ー総 基

Ｉ

ノ
ー総クラブ

′／へ

墨
Ｉ

ノ
ー

恥
耗 クラス 卓公,ム

恥じ，【1 クラス
"ニマ
ノ ノ ノ 、

箭||Ⅲ lili'!{,!ノ W'illlil 1!i:.I@' l1111ih
Ｉ
牌
Ｊ

〆
ロ
４
１ lllni)> 11蔦.lbl､’ |||川’

fIlI
11I全【】
44J4C 『ﾘ:‘i‘'.！ 位

Ｔ
Ｉ
ｒ
Ｐ

Ｌ
Ⅲ
、
伽 iM:.1,1.illl川ウ i!l:.I:'.! ｲﾘ:‘#‘！ 順i力 i!},'.!,' i!)''.1.1 #.ilIMi『順 llll'1{j

弘
』
％
』
児
％
２

弘
４
田
圃
５

VINI）7

CARERRA

NACIII

MINO

SELENE

％
１
２
３
４

５ 5％

1

3

1

4

兇
％
児
踏
４

１
１
１
１
２

1％

1%

1）6

1％

7X

I)NFDNF

I)KSDNS

I)NFDNF

I)NSDNS

110

DNF

I)NS

I)NF

I)NS

1

〔
ｘ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
ｖ
、
″
白
八
Ⅱ
ｖ
ｎ
／
〕

戸
‐
、
Ｕ
利
Ⅱ
凡
ｑ
ｌ
４
ｎ
ｘ
Ｕ
〆
ｈ
Ｕ

Ｆ
『
Ｕ
ｎ
〃
今
へ
く
Ｕ
ｎ
叩
〉
ｎ
判
し

、
／
】
ｎ
ノ
』
ｎ
〃
臼
、
〃
と
《
ソ
』

過
鯉
蛇
幽
９

２
５
３
４
１

II 610

1)NSDNS

1920

1716

12 1 4

肥
１
６
Ⅲ
胆

210

1)NSDNS

l 7 2 1

DNFI〕NF

4111

〃
ず
叩
一
／
紳
一
叩
一
㎡
ｒ
Ｈ

ｎ
Ｊ
Ｌ
／
Ｉ
－
－
ｊ
／

１
４
７
６
略

Ｓ

１
１
ｗ
血
、
４
句
⑨
月
號

ｎ
Ｕ

恥
１
５
１
鳩

Ｓ
Ｆ

１
Ｎ
３
Ｎ
２

Ｄ
，

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

全
艇
タ
イ
ム
川九lﾐ．丸

朝，1.ウ

コルセイア

EPICURIAN

１
“
ノ
－
ノ
－
１
１
。
ノ

ー
１
２
肥

児
兇
児
災

１
１
４
６

1714

33}4

65

31%

7％

7％

13

9瀕

９
７
０
５

３
７
１
２

３
４
４
２

２
２
２

DNFDNF

DNSDNS

312

2 7

I)NF

I)NS

2

1

111 2 219

79

35

DNSI)NS

７
Ⅳ
班
１ Ｓ

３
２
１
ＮＤ

2

3

4％

1

1318

912

34

DXSDNS Ｓ

ｑ
Ｊ
ｎ
昌
令
１
吋
ＡＪＩ

測
鴫
５
肥

８
Ｍ
〃
１

３
２
ト
ー

３

１
１
１
１

１
１
１
１

３

へ

１
２

％
６
脇

１
３
９１

1)4

4X

3

29％

86)イ

62％

叱
嘩
８

ハラフレニア＞

MAR K

桃 太郎

８
４
１

６
３
２

６
６
１

２
２
３

DNSIDNS

42

713

Ⅳ 即
１
４

Ⅳ
２
４

９
叫
蛇

３
１
２

l

〕％

2

８
１
７

８
１
６

８
叶
列
０

１
５
２
２

３
１
２

q
U

3％
O
畠

３
１
２

的
１
６

３
１
２

１
１
１

１
１
１

NARUMI

NAGARA

MEGU

LAPINE

フローレス

IIORIZOK

NOBODY

JUST

S,LUCY

I､モエリカ

アヤ

NOAH

RA RAX

25％

23

11

8

19

15

13

18

20

0

0

0

14

醐
蛇
５
４
蛆
８
６
９
Ⅱ
０
０
０
〔

１ 児
３
％
Ⅸ
－
０
％
踏
兇
一
糸
７
８
％
児

剖
３
１
妬
３
１
蛇
ｌ
Ｗ
２
１
１
制

昨
洲
呪
一
％
一
児
児
兇
０
％
證
瀦
４
％
一
％
－
２

仙
測
９
加
師
的
２
肥
妬
２
恥
３
３

洲
６
％
児
７
％
兇
％
Ｘ
９
２
％
兇

０
７
９
４
５
４
５
２
２
４
３
３
帥

８
１
４
３
４
３
８

５
２
０
０
５
０
０
３
５
５
６
３
７

２
２
８
４
２
０
０
０
５
４
５
２
３

２
０
５
１
１
５
６
２
２
８
２
９
０

３
３
２
３
３
２
２
３
３
２
３
２
３

V ２
５
皿
盟
皿
叫
肥
蝸
８
鳩
Ⅱ
９
肥

羽
岨
６
脚
７
Ⅳ
９
Ⅲ
別
創
田
１
Ⅱ

Ｆ

２
４
岨
９
Ⅲ
５
Ⅲ
７
１
３
６
Ｎ
８

，

Ｑ
Ｑ
Ｑ
２

１
３
喝
肥
７
Ⅱ
卿
８
６
Ｓ
Ｓ
Ｓ
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｑ
Ｑ
Ｑ

１
２
９
脚
４
６
８
５
３
Ｓ
Ｓ
Ｓ
７

Ｄ
Ｄ
Ｄ

6 3

117

2120

1916

2019

129

1817

1514

52

105

1413

1)NFDNF

1615

12

．10

2

5

3

9

4

7

13%

11

8

1

6

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

85

104

DNFDNF

l29

96

DNSDNS

l311

DNSDNS

51

118

1414

DKSDNS

63

15

16)4

1％

10％

13％

1%

9

1)4

19X

12

7)4

1}4

18

３
４
加
遡
８
蝿
Ⅱ
塒
２
蛆
Ⅳ
妬
７

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

４
３
Ｎ
７
５
Ｎ
８
Ｎ
１
６
９
Ｎ
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
，

２
３
胆
７
５
９
８
脚
１
６
Ⅱ
昭
４

(14)



昭和58年11月15日第104号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

10月9日（日）〈第4レース・50マイルロングインショ

ア〉

北北西3～10m・スタート位置がわからなかったよ

うだ。しかし，ゼネラルリコールで，わからなかった

艇も救われて，2回目のスタートで全艇ラインを横

切って行った。風が吹いているのでフイニッシュは早

い時刻になりそうだ。

先行艇は10日朝6時台にフイニッシュ。平均7ノッ

トぐらいで走っていることになる。最終艇で7時台で

フィニッシュ。今年度東海支部のオータムシリーズ

レースが終わる。

今年も昨年同様，50マイルのスタートの本部船の確

認に各艇右往左往していた。艇長会議の時，図も書い

て説明済みにもかかわらず，どこにマークを打ってい

るのかとドヤサレル有様でした。

また，本部船に掲げているフラッグの意味を知らない

のか，いろいろ質問してくる。オータムシリーズに出

てくるのだから，もう少しルールなども勉強してきて

ほしいと思います。

’ ’船舶振興会補助事業

'83東海フェスティバル

総括委員長都築勝利

本年は，トヨタ自動車㈱，半田港運㈱，衣浦海上保

安署，半田消防署，そして半田青年会議所の協力をい

ただき,例年より時期を1カ月遅らせ実施されました。

オータムシリーズレースの方は，うまく台風の中を

縫って恵まれた天候の中，無事終了できました。昨年

の台風接近の苦い経験を生かし,1カ月遅らせたこと

が良かったと喜こんでいたにもかかわらず，前夜祭当

日は秋雨前線の北上で，午後から雨模様となってしま

いました。

ヨットの出足も今一歩振るいません。

本年は好天を予想し,公園でバーベキューパーティー

の準備に富貴フリートの森さん中心に午後から各艇よ

り集まった手伝いの方達も用意万端で一生懸命走り

回っていましたが，雨は一向に上がりそうになく，急

きょ外でテントを張り，焼けたバーベキューを半田港

運㈱の好意でお借りした3階ホール会場へあわただし

く運搬しました。7時ごろには人数も130名を超え，

主催者もホッと一息｡生バンドの演奏にリズムをとり，

最後は皆でディスコ大会に挑戦。日ごろのヨットの上

とは勝手が違いますが，思いがけない人が踊りに酔っ

たり，狂ったり，爆笑を誘っていました。

翌日朝方少し雨は残りましたが，安全訓練の始まる

ころから晴れ，続々とヨットが会場に集まって来まし

たc

沓名安全委員長の指揮で，落水者救助を実施。巡視

艇くきぬかぜ〉も出動し，皆真剣にその模様を見てお

りました｡引き続き半田消防署救急隊の指揮で,人口呼

吸法，心臓マッサージ法の実技を学び，このころから

集まった体験乗船の子供達，そして父兄の皆さんもこ

の見学は大変参考になったようです。

12時から子供達を各艇に配艇し,1300スタートの合

同レースに参加しました｡途中,碧南寄航中のく日本丸〉

を海上より見ながらレース海面に向かいました。

天気，風とも申し分なく，最高のレースとなりまし

た。乗船した子供達140名，参加したヨット40艇，無

事1500には終了し，初めて乗船したヨットに，想像を

越えた感激を私達に見せてくれました。

最後に，東海チヤンピォンカッフ・を寄贈いただきま

したトヨタ自動車㈱，遠路この合同レースに応援，乗

｛
《

オータムシリーズ第4レース，ライジャケ・ハーネス

の準備を終えてスタートラインに向かうクルー

第2回東海支部フリート対抗レース成績表
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船下さいました，関東自動車㈱・菅原留意さん，準備

委員スタッフとして，当初からご尽力いただきました

地元,半田青年会議所の皆さん，有難うごさいました。

そして，このシリーズレースと合同レースのコミッ

ティーを快くお手伝い下さった碧南フリートの方々

に，心からお礼を申し上げ報告とします。

!
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安全訓練報告
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亨 前夜の雨がすっかり上がった10月16日午前9時より

11時まで，愛知県半田市，半田港運㈱海面にて巡視艇衣浦保安委員長・間宮署長より海上安全についての説明

’83東海フェスティバル合同レース成績表(日本丸歓迎合同レース）
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〈きいかぜ〉と代表艇2艇による合同安全訓練を実施
1士’十ア
リふしノー0

1艇はラダートラブル，応急操舵装置により急を逃

れましたが，航行不能。もうl艇は落水者を救助，と

ころが落水者の体を温めるために使ったコンロが原因

で出火。両艇は巡視艇の活躍で難を逃れましたが，本

番さながらの実演に，集まった大勢の見学者の拍手と

巡視艇くきぬかぜ〉に向け，全艇感謝の気持をこめて

一斉にフォグフォーンを鳴らしました。

さて，場所を移動し，半田港連㈱3階ホールでは，

半田消防署救急隊の指導により，溺水時などに必要な

人工呼吸法，心臓マッサージ法を訓練用人形を使って

実演しました。ヨット乗員,そして地元子供達,父兄達，

200余名は，初めて見る美人のマネキンの顔をのぞい

たり，マウスツーマウスにとまどったりしました。真

剣な顔，笑い顔，となごやかなうちに'83年安全訓練

は終了しました。

ご協力いただきました衣浦海上保安署，半田消防署

そして多大なるご支援をいただきました半田港運㈱に

は心から御礼申し上げます。

'83東海フェスティバル

合同レース

（日本丸歓迎合同レース）

レース委員長山田克己

〈オリンピックコース〉西北西3～5m

多数の艇がく日本丸〉（碧南に停泊中）を見学に行っ

てか，スタート予定時刻にスタート出来なくなる。20

分遅れのスタートになるが，全艇きれいに1回でス

タートする。

全出場艇34隻がスタートする景観は見事でした｡<八

洲>,<マーク>,<ナルミ>がよく走り，そのままフィニッ

シュ。風のふれに合わせたタックを入れた船が前の方

へ出て来たようだった。

また,本部船としては非常にはずかしいことで,フイ

ニッシュラインをタイムリミット前に引き上げてし

まった。これは帆走指示書を読み間違えてしまって30

分前に回収してしまった。これは今レースの珍事。「逃

げたフィニッシュライン」事件であった。

この逃げたフィニッシュライン時点に，最後の力を

ふりしぼり完走した各艇には，まことに申し訳なく

･･…･すみませんでした。本部船上，手を合わせており

ました。誌面を借りておわび申し上げます。

一
《

｢
＃：

1重溺雲瓢片倉静江＃
L===a=====.==M
’ ：

一

落水者救助演習を見学する地元子供達

ヨットを購入して，楽しみである半面，頭を悩ませ

るのが名前ではないだろうか？子供の名前はすんな

り決まるのに，ヨットとなるといろいろありそうだ。

小戸ヨットハーバーのクルーザー群を見渡しても，

各艇とも趣向を凝らした日本名または英語名，フラン

ス語ドイツ，ポルトガル，中国，インドネシアなど

と実に多彩で，鬼子母神のサンスクリット名のヨット

も浮かんでいる。そのうちにスワヒリ語やウルドー語

の艇名が出現しても驚かないほど，見事に整列した。

艇名をつないでみると，

消防隊によるマウスツーマウスに身を乗り出して食い

いるように見る子供達

「171
1 」 P /
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ﾖ･ソト〈スリム〉のオーナー
イラスト：片倉静江

〈マリェ〉は，〈ブルームーン〉を仰ぎ，

ため息をついた。最近，年下の<KAYO>

に傾きはじめた<DRHIRO>の

心変わりが悲しく，〈ジグザグ>に乱れる

思いを，親友くヒミコ〉の姉くカセンコ〉

に打ち明けたくて，〈山笠〉でにぎわう町へと

<SUMA>の海岸を,<すず〉かに

くアルフィ〉た(歩いた)。

（次回直木賞候補作品の一部）

以前乗っていたBW21のオーナーも，あれやこれ

や考えた末面倒になり，ヨットの製造番号200をスペ

イン語に直し，〈ドス・スイエントス〉にした。いつ

もドベを走っていたので，人呼んでくドベ・スイエン

トス>……。数年前，新登録艇紹介欄で，眉をひそめ

るような下品な英語名を見たことがあった。発音する

ことさえはばかられる名前をつけられたヨットが衰れ

で，無神経なオーナーにがっかりした。

ロマンティックな名前もあれば，おふさけもあり，

また，奥方や愛娘の名前をつけている艇もある。S艇

は奥方の名前を外国語に直したものだと聞き，何気な

く，前福岡大学教授シュルツ氏に話し，その後，進水

祝いの席にS御夫妻とシュルツ先生が同席されたこと

があった。「おお，貴方ですね？奥様の名前をつけ

ていらっしゃる方は｣。通訳したが,S氏はニヤニヤ

笑っているだけ。慌てた通訳，重ねて「そうでした

ね？奥さんの名前ですよね？」。S夫人がすかさず

答えた。「違いますよ.／父ちゃんの彼女の名前です

タイ」。これくらいの日本語はわかるシュルツ氏が今

(18)

度は慌てる番。OHとか,WELLとか，やたらに感

嘆詞や何やら並べ，そそくさとフライチキンにかぶり

つき,｢VERYGOODIDELICIOUS!｣。（御自分で

料理して持ちこんだチキンを褒めるなんて)。クルー

達は急にコックリ，コックリ舟をこぎ出し,何秒もたっ

ていないのに軒をかいたり……。仲間達の素晴らしい

演技に感心しながらも，こちらは宴席のホストとして

話の接ぎ穂を失って参った。

おふざけの名前も，地方独特の方言が出てくると

ちょっとわからなくなる。以前浮かんでいたくへっば

く〉号はその最たるもの。つまり，「へつば<こぐ

な./」のへっばくで，理屈をこれるなとか，ゴチャゴ

チャ言い訳するなという意味になる。（……ですね？

大原先生)。だから，〈へっばく〉号は，博多弁をしゃ

べる巡視艇の役人や，漁業関係の人達と言い争っては

いけない。先方から飛んでくるセリフがわかっている

から悔しい思いをするだけだ。そういえばくのんだく

れ〉という名前のヨットも浮かんでいたつけ。

大荒れの海から，メーデーを呼びつづけているヨッ

トがいる。「メーデー，メーデー，こちらくよっぱらい>，

JE6FES,ヨット〈よっぱらい>,応答願います.ﾉ｣。

これに対してすぐ応答するハムがいるだろうか？

｢JE6FES,ヨット〈よっぱらい>,こちら巡視艇小戸，

いたずらにメーデーを発してはなりません。御了解頂

けましたでしょうか,ヨット〈よっぱらい>どうぞ｣｡｢こ

ちら，〈よっぱらい>，大変なんです./すぐ救助艇を出

して下さい.ノこちらくよっぱらい〉どうぞ､ﾉ｣。

「JE6FES,<よっぱらい>.'速やかに飲酒をやめるこ

とを命令します.／了解しましたでしょうか，〈よっ

ぱらい〉どうぞ､/｣。「何？酒をやめろだと？もう肩

まで水が来ているんだ.／化けて出てやるから覚えと

け.／｣……てなことになりかねない。

転覆した艇を放棄し，ライフラフトで漂流中，タン

カーに救助された。全員やつと甲板へあがった。疲労
ぱい

困侭，濡れねずみのクルー達へ，腋の下をくすぐって

も笑わない感じの老船長が近づき，

「お疲れでしょうが，保安庁へ連絡しますので，

先ず船名から伺わせて下さいませんか？」

「チャ“．．“ボラ……」

「え？何ですって？」

「チャラン……ポラン……」

「チャランポラン？それが船名ですか？」

「そうです。我々……チャランポランのメンバー

……です」

「チャランポランのメンバー？”…･ですね？」

後方のデッキで誰かが吹き出しても責められないだろ

う。

＊
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＝
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豐''川'Ⅱ川'川川川'｢電話級無線通信=t｣受験勉強会のお知らせ川川'川川川'Ⅱ川些
二二 ＝＝

三 三

通信委員会二
二＝

三
三＝ 三

三 三

二59年2月に施行されます電話級無線通信士の国れは今までに出題された問題をすべて集計し分析三

三家試験にむけての勉強会を下記の日時で行います。したもので,短い時間で受験勉強をする際の非常三
三日時12月1日(木)より6回（毎週木曜日)1815～によい指針となり，今後の出題を予測する上でも三
三 二二

三．・2045貴重な資料で，他 で は 入 手 不 可 能 の も の で す 。 二
三 ＝＝

三場所船舶振興ピル（虎ノ門)10F会議室電話級無線通信士の国家試験は2月期と8月期三
＝＝ ＝＝

二費用13,000円（問題集および資料付き）の年2回です。なお受験申請害の受付は12月中頃二
三＝ ＝＝

三 講 師 岩 瀬 靖近氏（期日未定）です。年末,正月をはさみ，何かと三
三なお，教科書は特殊無線技士（国際・甲）の勉多忙な時期ですが，夏が来る前にチャレンジして三
三 三

三強会で使用したものを使用します。さらに岩瀬靖はいかがでしようか。三
三 ＝＝

三近講師の労作「過去15年の電話級無線通信士・国受験勉強会の申し込み，受験申請の期日の問いニ
ニー ー＝

三家試験の出題傾向」を資料として使用します。こ合わせはNORC事務局へ電話して下さい。＝三
二＝

二二

allllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllli｢E
（
《

はいよいよ大詰めに近付いております。

春以来，名古屋，幡豆ニッサンマリーナ，津海洋ス

ポーツセンター，それに最近のVOC志摩ヨットハー

バーと現地関係者各位のご意見を聞く打ち合わせ会を

開き，現在早い図から編集，さらに製図段階に入って

おる由。年末にはH-185三河湾分から現物がみられる

ことを期待しています。

図割りはoffshore-99号でお知らせした通りで，

結局ヨットチャートについて

大橋 郁 夫

日本水路協会の本年度事業ヨットモーターボート用

参考図・通称ヨットチヤート東海水域シリーズの刊行

別図をご参照ください。それでもかなりムリを

いって枠をズラしたり，枠外ハミ出しで目標物を

入れてもらったりしてあります。

欲をいえばキリがありませんが,1/4判･7万

5千という図は，30沢級あたりまでのボートの日

常の使用に意外に至適なのではないか，使い慣れ

てみようと思います。東京湾シリーズ(H-171~

174）と同縮尺で，これを利用した新しい用具や

技法の開発も期待できそうです。

各地の打ち合わせ会で印象に残ったこと“…・

ヨットマンの発言には方位と距離をふまえた

チャートワークをするための図という意識が感じ

られるのに対し，マリーナ関係からは概念図的と

いうか，眺めるための道中絵図式のとらえ方が感

じられる場面もありました。また，前者が航海途

中の航路目標などを問題にするのに対し，後者は

図中におけるマリーナの位置・案内が関心の的

で，これは当然のことですが，空中写真などが役

立つでしょう。

本シリーズ発行を機会に,昔まとめられた

｢NORCアマチュア航海士講座」の復刊再認を切

望するものです。

ヨットチャートの入手については，東海地方で

も多くのマリーナや業者・書店などのご協力が得

られそうで，一覧表をお送り出来る日もあろうか

と思います。
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レースのお知らせ知のス

国際ヨットレース

第5回1000マイル杯

第5回1000マイル杯が1984年1月28日南米チリ（バル

パライソ港＝ロビンソンクルーソー島＝タルカウアノ

港＝アルガロボ海岸）で行われます。

第5回1000マイル杯国際ヨットレースは次の3行程

で行われます。

第1行程：バルパライソ港よりロビンソンクルーソー

島（365マイル）

第2行程：ロビンソンクルーソー島よりタルカウアノ

港（350マイル）

第3行程：タルカウアノ港よりアルガロポ海岸（240

マイル）

前回までの参加国はオーストラリア，アルゼンチン，

フランス，南アフリカ，ペルー，英国等です。

ヨット規格はIORMKⅢまたはMKMAで，最少限

21.5フィート，最大限70フィートです。

委員会ではヨットの運送，時期，費用等に関し便宜

をはかりたいと思いますので世界各国からのご参加を

お待ち致しております。なお，詳細は下記までご連絡

下さい。

連絡先

FederaciondeYachtingdeChile

ComiteOrganizadordelaVCopaMilMillas

AvVicuiiaMackenna40oficinano､2

Santiago,Chile

Telex:40976CLcochforFedeyates

または，チリ大使館武官室(TELO3-400-4522山本）

まで。

東京～グアム

ヨットレース(仮称）

〔実施要綱〕
主催日本外洋帆走協 会

後援神奈川県

三浦市

グアム州政府

グアム観光局

協 力シーポニアヨットクラブ

マリアナスヨットクラブ

スタート12月30日（金)1100

コース小網代沖～グアム（アプラハーバー）

約1330マイル

参加資格IORMarkmAによる有効なレーテイング

を所有し，レーテイング24.0～27フィート

の艇。ORC特別規定,NORC特別規定…

カテゴリーIおよびNORC設備規定･･･カ

テゴリーA,ならびに東京～グアムレース

特別規定に合格しており,NORCの登録

艇であること。あるいは各国の公認のヨッ

トクラブに登録されている艇で，レース委

員会が参加を認めたもの。

搭載無線器SSB中短波帯(2MHz)および短波帯(4,

8,12,16MHz)の送受信が出来る無線器

の搭載を義務付ける。またEPIRBの搭載

を強く推奨する。

行事前夜祭：12月29日夕刻

場所：シーポニアヨットクラブ

表彰式およびパーティー:1月10日

場所：グアムホテル

申込締切12月16日㈱1700

その他スタート前1～2週間の関東水域での臨時

係留は可能ですので事前に申し出て下さ

い。レース終了後のグアムでの長期係留も

可能ですので早めに申し出て下さい。

実行委員会大儀見薫，武市俊，朝河，志村

レース委員長朝河

(20）

陰 NORC協会ニュース

ビデオカセットの

貸し出しについて

海事思想普及今岡又彦

NORCでは下記のビデオカセット(VHSとβ・

ベータ）を在現保有しております。つきましては会員

および会友の方々に一週間にかぎり3,000円で貸し出

しをしたいと考えております。ご希望の方はNORC

事務局まで申し込みください。なお，送料につきまし

ては自己負担となります。

記

1．クオータートン・ワールド・チャンピオンシップ

1978年1N佐島

2．第2回びわ湖レース

3．石原裕次郎主演「男たちの海」

4．世界一周レース

5．ザ・ベスト・ディフェンス・アメリカズ・カップ

6．1983年初日の出レース1Nシーボニア

幻司

一

I
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1982年パンナム・クリッパー・カップ・レース

1980年パンナム・クリッパー・カップ・レース

1980年練習船く日本丸〉

総合司会E.Hエリック氏

会費1名1万円(パーティー券）

オーナーの方はできるだけクルーの方々をとり

まとめて申し込んで下さいますようお願い申し

上げます。多数の参加を期待しています。

交通千代田線・国会議事堂前（赤坂方面出口)1分

銀座線・赤坂見附7分

住所千代田区永田町2-10-3

キヤピトルトウキュウ電話03-581-4511

申込先㈱日本外洋帆走協会

〒105東京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル4F

電話03-504-1911～4

今年は30周年でもありますので会員の方々の参加を

ぜひとも500人以上としたいと考えておりますのでご

協力お願い申し上げます。

。
①
●
■
●

７
８
９
ｍ
Ⅲ

アメリカズ・カップ〈フリーダム〉

第1回J-24全日本選手権

､

一

念2''NORC創立30周 ＊耶来
善

蕊…'記念パーティー郷'*鳶
会

（日付変更）

すでに10月号でご案内いたしましたが,NORCも

来年の1月21日で満30年をむかえようとしておりま

す。つきましては功労者の表彰，レース表彰，そして

新年会を下記のスケジュールにて行いますので会員各

位の奮っての参加を委員一同心よりお待ち申し上げて

おります。

記

日時昭和59年1月20日（金)1800～2100

場所キャピトルトウキュウ（旧ヒルトンホテル）

内容1800～開場ビデオ，スライド等上映

1830～セレモニー会長，運輸大臣，船舶振興

会会長あいさつ，功労者表彰

1930～パーテイーおよびレース表彰式アトラ

クションとして，ビンゴ大会，オークショ

ン等

2100閉会式解散

垂

｜事務局からお願お い

NORC事務局では会員に対する郵便物が

返送されて来たり，また，電話連絡がつかな

くて困ることがありますc氏名,住所,勤務先，

所属支部，フリート，所属艇名，電話番号等

に変更がありましたら，その都度ハガキまた

は電話で事務局あてこ通知をお願いします。

申し込み先：紬日本外洋帆走協会

〒105東京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル4階
念(03)504-1911～4

振込先：住友銀行虎ノ門支店普通口座番号289150

頒布物品の紹介

《
｝

〈申し込み先〉

関東03-504-1911～4

駿河湾0543-52-1526(今尾）

東海052-971-5835（谷口）

近畿北陸075-661-0325（三井）

内海0792-46-2836（妹尾）

西内海082-254-0506（井岡）

玄海092-731-1370または

804-5225（光安）

沖縄0989-39-1750（桃原）

これに北海道と津軽海峡支部が加わ

わる予定です。どうぞ各支部事務局

へご連絡下さい。お持ち申し上げて

おります。

〔協力：㈱舟艇広報〕

’ ’ヨットカレンダー

霞一言一鐵陥等"
！“：泓：

NORCでは昨年に引き続きヨット

カレンダーを販売することとなりま

した。つきましては身近な支部まで

お申し込み下さい。お待ちいたして

おります。

〈内容〉

全カラー13枚サイズ：タテ53cm

ヨコ38cm

全国レース日程表および潮汐表付

く価格〉

定価:1,500円NORC会員価格

1,200円

送料は別途実費を申し受けます。
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’ ウインドブレイカー

10月号でご案内いたしましたウインドブレーカーは

10月20日で完売いたしました。ありがとうごさいまし

た。なお，その後も会員各位よりたくさんのオーダー

希望をいただき,関係業者と打ち合わせましたところ，

なんとかあと100着作ることが出来ることとなりまし

たので，ご希望の方は電話でNORCまでお知らせく
＋デ共I，
ノーごVDO

ゴールドホワイト

ルー

ンド

ワ

<サイズ>:S,M,L,LLの各サイズ

<価格〉：会員価格7,800円

会友価格8,800円

市場価格12,800円(限定100着）

スペシャルオーダー

●No.1チーム名をプリント

背中へチーム名を白にて入れます｡人数は6名以上，

価格は1カ所（大きさは自由）＠800円。

文字，デザイン，大きさをご指定下さい。

出来上がりはご注文をいただいてから約21日後です。

●No.2ワッペンに艇名を記入

1着でも結構です。上段のホワイトのところに入れ

ます。＠500円。非会員の方には頒布いたしませんの

であしからず。

なお，現品は料金到着と同時にNORCより発送さ

せていただきます。（送料1着800円）

|’ スワロフスキー｢ﾉ、ビヒト」

NORC会員特別販売のお知らせ

I

’

このほどスワロフスキー・ジャパン㈱よりスワロフ

スキー「ハピヒト」の特別下取りセールの案内があり

ましたのでお知らせいたします。

＊

さて，このたびスワロフスキー・ジャパン㈱では

NORC(社団法人日本外洋帆走協会）の御賛同を得

まして,スヮロフスキー・オプティック社製双眼鏡｢ハ

ビヒトSL7×50」の特別下取セールを実施致すこと

になりました。この機会に,NORC会員の皆様より

多数の御用命を御寄せ下さいますよう，御待ち申し上

げております。

記

全天候型・高性能双眼鏡スワロフスキー「ハピヒト

SL7×50」特別下取りセール

■下取り条件

①御手持ちの双眼鏡で，御購入時￥30,000以上のも

ので，現在も使用可能なものならば機種は問いませ

ん‘「ハビヒトSL7×50」御購入1台につき，御

手持ちの機種1台を下取り致します。

②下取りによる特別販売価格￥100,000

※参考希望小売価格¥146､000

NORC会員特別価格¥129,000

皆様より下取り致しました双眼鏡は,NORCを

通じ，㈹日本海洋少年団連盟をはじめ，諸団体へ寄

贈させて戴く予定です。

■御注文方法

御手数ながら，下取り機種をNORC事務局宛御郵

送下さい。

エンブレーム

1
1

1

エンブレームを20個限定頒布いたします。（先着順）

ブレザーのエンブレームと同じ物です｡定価は8,000円

ただし，艇名，セールナンバー入りは10,000円。

ホワ

§

’
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す。/NORCへの要望：特になし。その内，ちぽち

ぼ要望も出したいと思います。よろしく。

3279アルカディアなかよし30西宮マリーナ

8.80×7.16×2.94×1.615福原幸洋,福原正博(共同）

／艇名の由来：ギリシャの地名ですが，別に幸福の夢

想郷の意味があるようです。アルカディア号は，私に

とってアルカディアなのです。／抱負：風と友だちに

なれたらレースにも長期クルージングにもと思ってい

ます。

3227むつごろ一ⅢK-30日産マリーナ東海浅

野吉弘／艇名の由来：愛すべき表情のむつごろ一にち

なみ家族で協議の上つけました。／抱負：レーシング

に，クルージングに，と少しでも経験をふやしてゆき

たい。どうか良きご指導を……。／クルー：内野達雄

浅の兼司/NORCへの要望：まだ経験も浅く，まと

まったクルーにも恵まれておりませんので，良き方が

ありましたら良縁をお願いします。

3237フォレステイ・キッズヤマハ26S関西ヨツ

トクラブ798×625×280×150ハヤシシゲル，ハヤ

シタケヤス(共同)／艇名の由来：ハヤシを英語にして

フォレスト。57年末に子供が出来，フオレストを呼び

やすく語尾にYを付け，フォレステイとなり，子供

のキッズを付けました。FORESTYは辞書にはのっ

ていません。／抱負：まだ始めたばかりですが，どん

どん練習して都合のつくかぎりレースに出ていきたい

です。／クルー：兄弟二人と21歳になる従姉の子供に

ヤマハの鶴谷君

3287KAIYOスルーフ。琴塚10.36×8.40×3.30

X1.75吉田弘三／艇名の由来：徳川幕府の海軍の最

強といわれた軍艦／抱負：主にクルージングと外洋

レースに参加したい。／クルー：主にシングルハンド

のため，きまったクルーはいない。/NORCへの要

望：別になし

2800SAK|Ⅵスループ的形11.98×3.98×1.98

多胡康敬／艇名の由来：1．2．3．5世に続き，

SAKIです。／抱負：レース活動を中心に，ヨットラ

イフをエンジョイしてゆきたい｡／クルー：宮内雄治，

阿部隆，高尾育太郎，西村克己，森賢一郎，吉角立自，

川上厳，霞末昌宏，木村澄子，森岡栄子，以上10名。

’ ’スカーフ

NORCでは女性会員用に製作いたしましたスカー

フ（絹100%)を30枚限定頒布いたします。（先着順，

価格＝3,000円）

へ

震…………､~く騏…….-,､､へ穆……………………………………､､.…WP

I ！

；新晋録艇の紹介；；

； ；

；セール番号,艇名，帆装，フリート，全長×

＃輔鯉息吃水，ｵーﾅー名'その他の｡『
f….……－，……….へ.………､ヘー………………………………､：

3236ネフノレオゼプルス30葉山マリーナ8．98

×7.20×3.30×1.75馬谷原宣彦／艇名の由来：アメ

リカの有名な喜劇スター「ダニー・ケイ」は，自分の

背広に「mine」とネームを入れていたという。これ

をパロディー風に「俺の船」”･…「オレノフネ」を逆

にしてくネフノレオ〉と命名した次第です。至極簡単

明瞭.ﾉ／クルー：馬谷原洋二，宮島弘昌，深谷辰雄，

深谷恒治

3267BIG・BANGヤマハR42葉山マリーナ

12.8×9.70×4.13×2.20久保勇治

2497WEATHER,COCKレフ°トン21島マリン

（松山）6.44×5.96×2.41×0.706板坂幹雄，池内

敬訓，宇治田留次，白石範史，坂本和典（共同）／艇

名の由来：第1回ミニトン全日本選手権に出場した，

〈ウエザークック〉を今年松山にて行われる全日本に

出場すべ<購入。船名が大変素晴らしいので，そのま

ま使用することにしました。／抱負：今年の全日本ミ

ニトン選手権に出場するために購入した艇であり，全

日本にしぼってもつか練習中。瀬戸内海は我が庭みた

いなもの。かならず勝ちます。〈ウエザークック〉に

注目されたし。セールNo2497ですよ〃／クルー：ス

キッパーは西南大学ヨット部OBの宇治田留次。腕

は一流。その他はザコばかり。でも気分のいい連中で

（
、
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誕生､クォータートナー最上級艇。ヤ

最高の居住空間をもつクォータートナーを。

このコンセプトのもと､ヤマハ26Cをベースに完成した

ヤマハ26CEXoフォクスル､メインキャビンをはじめ、

トイレルームまで独立空間としたゆとりの設計を施しました

内装にはFRPﾄﾘﾑ､デッキライナーを使用し、

数ランク上のインテ'ノアを実現していま戎

スレンターな艇体には､優れた帆走性･操作性を凝縮。

イージーセイ'ノングからハードセイリングまで、

幅のある帆走が楽しめま-魂

クォータートナー最上級艇と[ズ､いまヤマハから。

マハ26CEX

ヨ

一

’断州､卿_，
_1幸臆‘

＝

鐸罐

主要諸元●全長/7.98(、)●水線長/6.40(、）

●全幅/2.80(、)●吃水/|､55(、）

●船体重量/2,045(kg)●完成重■/'2,'50(kg）

●バラスト重量/650(kg)●全セイル面積/27.0(m2）

●バース数‘'5(名分)●呼称最大馬力/7,5(ps）

●連続最大馬力/6.5(ps)●燃料タンク容量/25（4）

●清水タンク容昼/70(2)●航行区域/沿海

ママ

麺謹毒ⅦMAM･2;I[x
資料ご希望の方は－〒438静岡県磐田市新貝250O

ヤマハ発動機株式会社宣伝課OS係TEL,05383(2)I|}IMMAMA


